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ていた。 しか し、広東省の僻地とも言 うべ き山間の盆地に開けた、いわば客家王国ともいう
べ き土地であって、かつて客家の人々が中原に居住 していたという伝承 と合わせて考えれば、
まさしく山に囲まれた桃源郷的な居住環境である。黄遵憲はその日本雑事詩の 「長崎」の項
で、日本の風土と人情が桃源郷のようであると記 しているが、黄遵憲の故郷の 「歴史、地理、
風土」が 日本に近似 しているという、彼の 日本への親近感の原体験 を私は逆の形、日本か ら
梅州に入 り込むということで、ほ とんど百年 も後に私は体験 したわけである。黄遵憲がその
故居 を 「人境廬」すなわち陶淵明の詩句(結 廬在人境 … 「飲酒」)に ちなむ名前を付けて
いることも、偶然とは言えないであろう。
人境廬文物管理所には、彼の晩年の住居すなわち 「人境廬」の建物 と黄遵憲遺蔵の漢籍
587書 目、8079冊 が所蔵されている。この蔵書は文物管理所の手によって書 目が造られ1998年
10月に刊行されている(「黄遵憲蔵書目録」)。 その巻頭には次のように簡単に目録作成の経
緯が語 られている。「黄遵憲蔵書皆線装本、現収蔵梅州市人境廬文物管理所、即黄遵憲故
居 … 人境廬的五歩楼内。該蔵書過去因経多次搬移、書 目混雑、加上書籍多残欠不全、編
排不合理、難于査捜、故需重新整理編号。現在該所陳新権等四位同志的共同努力、于1998年
5月 至9月 間重新整理完畢、清出書 目587種 、共8079冊 、並按筆画的順序重新編排了書目、以
利査閲。
以上の説明のように、幾たびか動か されて書 目も雑然としていたものを文物管理所の人々
の努力で整理 し、筆画順に署名を整理 して、配列 した書目が現在ワープロ版で利用可能であ









珂通世著は1888年 、明治21年 の刊行であり、黄遵憲の日本滞在1877年(明 治10)か ら1881年
までとは隔たってお り、1885年 の再度の来日か らも、 まだ後年であるので、中国にもたらさ
れたか、黄遵憲が中国か ら注文 して入手 したものか、また中国における翻刻本の可能性 も考
えられる。
整理番号 書名 著者 刊行年 冊数




180江 戸繁昌記 寺門静軒 天保七年(1836)5
254芸 苑 日渉 村瀬栲亭9
207近 世 日本外史 関機 明治九年(1876)4
320皇 国名医伝前編 浅田宗伯1
458続 近世 日本外史 関機 明治十年(1877)2
514善 身堂一家言 亀田鵬斎2
519?尊 経閣蔵書章呈1
534填 詞図譜 田能村竹 田2
上垣外の行った調査では、『江戸繁盛記』 と 『日本国志亅「礼俗志」の関係に興味があった
ため、同様に 『日本国志』「国統志」に利用されたと思われる 『近世 日本外史』とともにこの





上記の二点は数は少ないが、黄遵憲の 『日本国志』(1887完 成、1890刊 行)の 材料として使
われたことはほぼ確実であり、黄遵憲自身の注点や傍線 などが書 き込まれてお り、 また、黄





















く流布 したものであるが、『日本国志』中の 「礼俗志」のうち多 くの項目がこの 『江戸繁昌記』
を材料 に用いている。ここでは、一例として 「相撲」の項 目の両者を対照 してみる。
資料の中から、記述の一致する部分を双方から引いてみる。
『江戸繁昌記』
櫓鼓寅時揚 連撃達 観者蓐食而往焉 力士取對上場 東西各自其方 皆長身大腹筋骨如
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鐵 真是二王屹立 努目張臂 中分土豚 各占一半蹲焉 蓄気久之 精已定 一喝起身 鐵
臂石拳手手相搏破雲電掣碎風花飄 …
『日本国志」
毎日黎明撃鼓上場 観者皆蓐食而往 力士分明互相比較類長身大腹筋骨如銕 中分土豚各
拠一半蹲 而蓄気小時 神定一喝而起 銕臂石拳手手相搏:…
原文には訓点が施されているが、黄遵憲は当然白文 として読んだはずであるから、その形
で示 してお く。一見 して、黄遵憲が多少文飾が勝 っていると思われる部分を省いていること




黄遵憲は実際に相撲 を観ていたので、相撲の力士の しきりか ら、精神 を集中して立ち会いに
至 る時間を 「短 く」感 じていたのでこう変えたのであろうか。
『近世 日本外史』は、幕末の政治史の叙述を膳所藩士の関機がおこなったもので、黄遵憲

















出したのは、有栖川宮熾仁親王あるいは 日本の朝廷が 「外国使臣」に命 じてそうさせたとい




れるが、現在黄遵憲蔵書書 目に見えるの は、上記の 『近世 日本外史』、『江戸繁昌記』、『三代
実録』、『芸苑 日渉』、など数点にすぎない。例えば、頼山陽については、『日本雑事詩亅のな
かで、優れた漢文の書き手 としてその 「山陽文詩」の名を挙げて、荻生徂徠 と双璧であると
評価 しているが、その山陽の文集も、『日本外史』 も、黄遵憲の現存する蔵書には見 られない。
そうした、失われた資料の一例 としてここでは 『日本国志」「礼俗志」に利用されたと思わ
れる 『鴨東四時雑詞』を挙げてお きたい。これは京都、特に祇園近辺の四季の風物を漢文 と
漢詩によって戯文的に綴ったもので、(中 島棕隠著、文化11年 、1814刊 行)、 文学史上では、
先にあげた 『江戸繁昌記』の先駆にあたると考えられるものである。黄遵憲は日本の年中行
事 を叙述するにあたって京都の年中行事 を例に取るとして、それを記しているが、次の資料
にあげる祇園祭の叙述は明 らかに 『鴨東四時雑詞』の祇園祭の部分を写 しているのである。
(資料5及 び資料6)し か し、黄遵憲の蔵書 にはこの作品は残 されていない。それは何故か。偶
然散逸 したとも考 えられるが、むしろ大部分の 『日本国志』の資料 を 「処分」 したなかで、
黄遵憲が文学 としてあるいは歴史叙述として、上記の二点、『江戸繁昌記』と 『近世日本外史』





r江戸繁昌記』の原文は、新日本古典文学大系100『 江戸繁昌記 ・柳橋新誌』(日 野龍夫校注、
岩波書店、1989)所 収の写真版(天 保3年 ～7年刊行)に よっている。
『鴨東四時雑詞』、『近世日本外史亅、はそれぞれ京都大学所蔵の刊本によった。
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